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と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
米
軍
の
支
配
が
嫌
だ
か
ら
本
土
に
復
帰

す
る
。
み
ん
な
そ
ん
な
単
純
な
発
想
で
、
新
聞
も
そ
う
で
し
た

か
ら
、
野
底
さ
ん
も
崎
間
さ
ん
も
、
泡
沫
扱
い
し
か
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
」

屋
良
に
よ
れ
ば
、
党
活
動
の
実
務
は
行
動
派
の
野
底
が
、
事

実
上
、
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
屋
良
た
ち
若
手
運
動
員
は
野
底

の
運
転
す
る
車
に
乗
り
、
夜
ご
と
ポ
ス
タ
ー
張
り
に
明
け
暮
れ

た
と
い
う
。
独
立
党
初
期
の
活
動
は
そ
の
後
、
七
〇
年
代
終
盤

に
は
休
止
状
態
に
な
る
の
だ
が
、
屋
良
自
身
は
七
二
年
の
復
帰

の
年
、
こ
ん
な
〝
足
跡
〞
を
時
代
に
残
し
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
一
月
に
二
十
歳
に
な
っ
た
屋
良
は
、
那
覇
市

で
の
成
人
式
〝
乗
っ
取
り
〞
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
市
役
所
に

〝
新
成
人
代
表
〞
と
し
て
謝
辞
を
志
願
し
て
認
め
ら
れ
、
那
覇

市
長
の
ほ
か
屋
良
朝
苗
主
席
ら
も
列
席
す
る
中
で
、
自
ら
の
主

義
主
張
を
開
陳
す
る
大
演
説
を
ぶ
っ
た
の
だ
。

「
侵
略
者
で
あ
る
日
本
を
祖
国
と
教
え
る
教
育
は
問
題
だ
。
異

民
族
支
配
を
許
し
、（
本
土
復
帰
と
い
う
）
第
三
の
琉
球
処
分
を

許
し
て
い
っ
た
の
は
指
導
者
の
無
知
、
無
能
か
ら
く
る
も
の
だ

…
…
」

翌
日
の
地
元
紙
は
、
こ
の
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
大
き
く
報

道
し
た
。

の
で
す
」

高
校
生
時
代
、
独
立
論
者
だ
っ
た
画
家
・
山
里
永
吉
の
『
沖

縄
人
の
沖
縄　

日
本
は
祖
国
に
非
ず
』
と
い
う
著
書
に
出
合
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
新
聞
広
告
を
見
て
迷
う
こ
と
な
く
参
加
を
決

断
し
た
。

こ
の
と
き
の
呼
び
か
け
人
は
、
琉
球
政
府
系
金
融
機
関
・
大

衆
金
融
公
庫
の
元
総
裁
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
崎
間
敏
勝
や
沖

縄
初
の
公
認
会
計
士
・
野の

底か

武
彦
と
い
っ
た
人
々
で
、
事
務
所

は
那
覇
市
内
の
野
底
の
家
に
置
か
れ
た
。
屋
良
が
最
初
に
訪
ね

た
と
き
、
す
で
に
三
星
天
洋
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

野
底
は
六
八
年
、
任
命
制
だ
っ
た
琉
球
政
府
の
ト
ッ
プ
・
行

政
主
席
が
公
選
制
に
な
っ
た
際
、
そ
の
主
席
選
挙
に
単
独
で
挑

ん
で
い
る
。
本
土
復
帰
運
動
を
率
い
る
沖
縄
教
職
員
会
の
会

長
・
屋
良
朝
苗
が
二
十
三
万
票
余
り
を
獲
得
し
、
復
帰
に
慎
重

だ
っ
た
沖
縄
自
民
党
総
裁
・
西
銘
順
治
を
打
ち
破
っ
た
選
挙
だ
。

〝
第
三
の
候
補
〞
野
底
は
激
戦
の
狭
間
に
埋
没
し
、
わ
ず
か
二

百
七
十
九
票
を
得
た
だ
け
で
終
わ
っ
た
。

独
立
党
設
立
後
、
七
一
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
知
名
度
の

高
い
エ
リ
ー
ト
の
崎
間
を
党
首
・
候
補
者
に
押
し
立
て
た
が
、

こ
の
と
き
も
二
千
六
百
票
余
り
で
惨
敗
し
た
。

「
独
立
党
の
主
張
は
、
あ
の
時
代
に
は
早
す
ぎ
て
理
解
者
は
ほ

の
代
表
・
屋
良
朝
助
だ
。
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
、
よ
り
ス
ト
レ

ー
ト
に
自
分
た
ち
の
思
い
を
表
し
た
「
琉
球
独
立
党
」
と
い
う

党
名
を
使
っ
て
い
た
。

党
の
発
足
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
を
二
年
後
に
控
え
た
一
九

七
〇
年
。
当
時
、
百
貨
店
の
新
入
社
員
だ
っ
た
屋
良
は
、
地
元

紙
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
新
党
結
成
の
意
見
広
告
を
見
て
、
未

成
年
な
が
ら
結
党
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
と
い
う
。

「
出
身
は
米
軍
基
地
が
少
な
か
っ
た
那
覇
市
。
基
地
被
害
と
言

わ
れ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
環
境
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
本
土
復

帰
運
動
に
は
む
し
ろ
、
子
供
時
代
か
ら
反
発
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
先
生
は
、
生
徒
に
日
の
丸
を
振
ら
せ
、
提
灯
行
列
ま

で
や
ら
せ
た
。『
政
治
運
動
に
子
供
を
使
う
の
は
お
か
し
い
』。

僕
は
そ
う
思
っ
て
参
加
せ
ず
、〝
天
邪
鬼
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
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（
敬
称
略
）

沖
縄
戦
後
史
の
捩
れ
を
辿
る
（
上
）

見
果
て
ぬ
独
立
の
夢

事
務
所
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
正
面
の
壁
に
一
枚
の
〝
国

旗
〞
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
三
星
天
洋
旗
」。
ま
だ
見
ぬ

民
主
的
独
立
国
・
琉
球
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
半
世
紀
近
く
前

に
考
案
さ
れ
た
も
の
だ
。

上
半
分
が
淡
い
水
色
で
下
半
分
は
群
青
色
。
沖
縄
の
空
と
海

を
意
味
す
る
二
色
の
境
目
に
、
左
か
ら
黄
、
赤
、
白
の
星
印
が

並
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
平
和
、
情
熱
、
道
理
を
示
し
て
い
る

と
い
う
。

こ
こ
は
那
覇
市
壺
屋
の
商
店
街
に
あ
る
雑
居
ビ
ル
の
一
室
。

招
き
入
れ
て
く
れ
た
の
は
、
政
治
団
体
「
か
り
ゆ
し
ク
ラ
ブ
」


